日本学生卓球連盟・規約
第４章　　機　　　関

第２１条　組み合わせ会

　　　　　１．組み合わせ会は、シード会議等、大会の組み合わせを行なう。

　　　　　２．組み合わせ会は、当該大会審判長・幹事長・会計・書記・常任幹事・幹事

を構成員とし、ＯＢ理事が必ず出席する。

　　　　　３．組み合わせ会は幹事長が召集する。

第２６条　以上の各会議は召集者が議長となり、構成員の３分の２以上の出席をもって成
　　　　　立する。止むを得ず各会議に欠席する場合は、委任状を提出する事ができる。
　　　　　なお、委任状提出者は出席とみなす。

第２７条　各会議の議決は出席した構成員（委任状出席者を除く）の多数決とする。なお、
　　　　　賛否同数の場合は議長が決定する。

第２８条　本連盟の会議は原則として公開とする。

日本学生卓球連盟・事業実施細則

第　３条　全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部
　　　　　５．シード規定

　　　　　　　（１）予選リーグ組み合わせ方法

　　　　　　　　　①予選リーグの組み合わせは、予選リーグ組み合わせ会議において決
　　　　　　　　　　定する。

　　　　　　　　　②各ブロックの１段目

　　　　　　　　　　Ａ～Ｈブロック

　　　　　　　　　　　前年度ランキング校（ベスト８）を

　　　　　　　　　　　Ａブロック　前年度１位校（優勝校）

　　　　　　　　　　　Ｂブロック　前年度２位校（準優勝校）

　　　　　　　　　　　Ｃブロック　前年度３位校

　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　Ｈブロック　前年度８位校

　　　　　　　　　　　の順に入れる。

　　　　　　　　　　Ｉ～Ｐブロック

　　　　　　　　　　　前年度ベスト１６に入った８校を抽選で入れる。

　　　　　　　　　　　但し、前年度ベスト１６に入った学校で当該年度の本大会に出場
　　　　　　　　　　　していない学校があれば、前年度ベスト３２の中から構成員の話
　　　　　　　　　　　し合いによって強いと思われる学校を選出する。

　　　　　　　　　③各ブロックの２段目

　　　　　　　　　　前年度ベスト３２に入った１６校を抽選で入れる。

　　　　　　　　　　但し、前年度ベスト３２に入った学校で、１段目に既に入っている
　　　　　　　　　　学校、あるいは当該年度の本大会に出場していない学校があれば、
　　　　　　　　　　その他の中から構成員の話し合いによって強いと思われる学校を選
　　　　　　　　　　出する。

　　　　　　　　　　抽選にあたっては、地域性を考慮し、できるだけ同一学連同士が１
　　　　　　　　　　段目と２段目において重複しないようにする。

　　　　　　　　　　また、２段目の学校を抽選する段階で、団体戦（当該年度各学連リ
　　　　　　　　　　ーグ戦等）において特に顕著な成績を持っている学校がある場合は、
　　　　　　　　　　出席した構成員の３分の２以上の賛成をもってＩ～Ｐブロック（前
　　　　　　　　　　年度ベスト１６）の中で抽選することができる。

　　　　　　　　　④各ブロックの３段目

　　　　　　　　　　残る１６校を抽選で入れる。

　　　　　　　　　　抽選にあたっては、地域性を考慮し、できるだけ同一学連同士が重
　　　　　　　　　　複しないようにする。

- 0 -

